
「ため池管理者防災ネット」
はご存知ですか？

近年、記録的な豪雨が頻発しています。
ため池の決壊や、下流が浸水する被害を
防ぐためには、大雨の前に水位を下げる
「事前放流」が重要です。

「事前放流」により、農地などの災害は
減少傾向となっています。

①豪雨予測などの緊急情報を携帯（スマートフォン）で受信。
落水時期やため池の点検時期が分かるシステムです。

②ため池点検講習会や「かいぼり（泥抜き）」など、ため池に
関するイベントの情報も受け取れます。

淡路ため池管理者防災ネットとは

【登録方法は裏面へ】

1時間100mm以上の雨の発生回数

ため池管理者

地域住民 等

豪雨によるため池決壊と下流被害

ゲート、ため池栓を開放し、
事前放流を行います。

ため池栓を開けた時の水位

通常の満水位

治水容量1.0m

ため池栓による事前放流


